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東日本大震災における陵整会会員の被災・活動状況調査のお願い
 

拝啓
　盛夏の候会員の先生方におかれましては益々御健勝の事と拝察致します。また、震災発生より約5ヵ月が経ち、多くの先生方がさまざまなお立場で施設の復興や診療にあたっておられるところかと存じます。 

　　今回の震災ではその規模と津波による被害の特殊性もあって、本来「整形災害」現場での主軸となるべき我々整形外科医が思うように対応できなかった、との意見が同門内から多々ありました。
そこで先般の同窓会総会において、陵整会として東日本大震災における各会員の被災・活動調査を行うことが議決され、震災調査ワーキンググループ（以下、WG)が組織されました。本WGの活動目的は、発災直後からの各会員および所属施設の被災状況とそれに伴う医療活動や生活等の制約を調査して記録集として纏め、その中から問題点を抽出し、今後の対策を提言してゆくことです。既に今期の宮城県臨床整形外科医会（城整会）会報や東北大学整形外科同窓会誌は、所謂「震災特集号」となることが決まっております。こうした会報、会誌は各会員個人や施設の「体験記集」的な体裁になると思われます。一方、今回の調査はこれらとは異なり、集計を前提としたアンケート形式といたしました。また、具体例やアンケートに盛り込めない点は自由記載欄を設けることで補完したいと考えております。
ご承知のように、今回の震災は津波の被害が甚大なため、被災内容が沿岸部と内陸部で大きく異なります。また、施設も基幹病院と個人の無床診療所等では生じた問題が違ってくるはずです。このため、本調査WGではアンケート項目の検討に際し、個別の地理的要因や施設規模の違いも考慮しつつ、できる限り全陵整会員を対象とした網羅的調査が可能な内容といたしました。
尚、本調査は同窓会総会での承認を受けた陵整会事業です。調査の精度を上げ、有意義な記録を遺すためには、調査対象となる先生方から可能な限り全数回答をいただく必要がございます。アンケート項目の設定についてはできるだけ簡略化につとめました。震災の記憶が風化しないうちに、迅速に記録集の発刊へと作業を進めていく必要がございます。会員の皆様におかれましてはご多忙のところ、特に被災された先生には一層ご苦労をおかけしますが、9月10日までに下記の陵整会事務局宛てにご提出いただけますよう、重ねてご協力をお願いする次第です。
今震災は「千年に一度」といわれる程の大災害でした。不可抗力の部分はあるにせよ、長期にわたるガソリン不足や、通信の障害に象徴される社会システムの脆弱性も改めて露呈しました。しかし災害現場での医療の遅滞は今後も「想定外」を理由に許されるものではありません。災害医療の中心を担う我々整形外科医が現場での問題点を詳らかにし、解決法をも含めた提言を「被災地から」全国に広く発信することが何より重要と考えています。また、それは大災害を経験した医療者の責務と考えております。

末筆ながら、陵整会会員の先生方の益々のご健勝をお祈り申し上げます。
敬具
　　　　　　　　　　　　　　陵整会会長・東北大学整外科教授：井樋　栄二
陵整会震災調査WG委員長：北　純
同委員：伊勢福　修司、佐野　博高、中條　悟、森戸　伸吾
記
陵整会　東日本大震災における被災・活動状況調査
ご提出先：陵整会事務局
〒980-8574　仙台市青葉区星陵町1-1　東北大学整形外科医局内
電話：022-717-7245、FAX：022-717-7248

メールアドレス：ryouseikai@ortho.med.tohoku.ac.jp

ご提出期限：平成23年9月10日
※集計作業簡略化のため、できるだけ添付のワードファイルにご記入の上、
メールにてご回答いただきたくお願い申しあげます。
以上
